
 



■沖縄を再び戦場に変える自衛隊 
今年の始まりの１月１日、陸自第１５旅団（那覇

駐屯地）はホームページに、沖縄⺠衆の抗議で取り
下げた、第 32 軍司令官、牛島満中将の辞世の句「秋
待たで 枯れ⾏く島の⻘草は 皇国（みくに）の春
に 甦（よみがえ）らなむ」を再び掲載しました。
この辞世の句は、沖縄の日本再併合に伴う日本軍
（自衛隊）の沖縄再上陸に際し、沖縄派遣軍臨時第
１混成群初代群⻑、桑江良逢の訓示の最後で引用し
たものですが、第１５旅団に受け継がれ、いまあえ
て公に確認したのだと思います。天皇明仁も 2018
年、陸自駐屯地開設２周年の３月に与那国島を訪問
しました。国境の島・与那国島を「国境の砦」に変
える自衛隊への激励なのは明らかです。新たな戦争
も「皇軍の精神」で臨むということでしょう。現在
の戦争は過去の戦争のうえに⾏われるのだと改め
て痛感します。 
■なぜ「敗戦 80 年」でなく「昭和 100 年」なのか 

日本の支配階級と政府は「戦後 80 年」「昭和 100
年」のキャンペーンを始めました。「昭和の日」の
制定に全力を挙げた彼らは、新たな戦争の時代こそ
「昭和」の確認が必要と考えています。残虐極まり
ない侵略戦争や植⺠地支配への反省も謝罪もせず、
戦に倒れた数百万の「英霊」に感謝し、密かに出兵
した朝鮮戦争と戦争特需をテコに「見事に」復興し
た「皇国・日本」が新たな戦争のバックボーンに座
らねば、という訳です。戦前の皇軍ではないとされ
てきた自衛隊も、いざ参戦となれば戦後も生き続け
た「皇国の精神」を必要としているのです。戦後も
生き続けたのは、私たち日本の⺠衆が掲げた「戦後
平和と⺠主主義」や「平和憲法」が天皇と日本国家
の戦争犯罪・植⺠地支配犯罪を徹底追及するもので
はなかったこと、また⺠衆にも浸潤している天皇思
想と奴隷根性の克服を闘いの根底にすえてこなか
ったからではないか。新たな戦争の時代に入ったい
ま、それが厳しく問われているのだと思います。 

8.15 集会で上映する大島渚監督のドキュメンタ
リー『忘れられた皇軍』（1963 年制作）は、朝鮮人

を「日本人として」戦争に徴用し、戦後は「日本人
ではない」として切り捨てた天皇制日本、それに無
関⼼を決め込んできた日本の⺠衆を弾劾していま
す。それは制作当時の１９６０年代にとどまらない
現在に連続していることではないか、いや戦争時代
に入った現在こそ、このことを直視せねばならない、
と考えます。 

朝日新聞（5 月 30 日）の天声人語に、米国の哲
学者エリック・ホッファーのこんな言葉の紹介があ
りました。 

「過去の罪の正当化は将来の罪を植えつけ、培養
することになる」 
■自衛隊を米軍指揮下に置く石破首相 

こうしたなかで、石破茂首相は、６月 21 日のア
メリカのイラン核施設攻撃を「イランの核兵器開発
は阻止されなければならない」と支持しました。自
衛権⾏使でも国連決議に基づく集団的安全保障措
置でもない国際法違反のこの攻撃、日本の⺠衆ばか
りか世界の人びとから激しい怒りと弾劾が⾏われ
ても、石破はアメリカに従う態度を変えませんでし
た。こうした石破の態度は、アメリカ・イスラエル
の対イラン戦争への参戦に⾏き着きかねない危険
性を示しています。 

朝日新聞（6 月 23 日）は次のように言います。 
「イランがホルムズ海峡で機雷を敷設するなど

して紛争が本格化すれば、戦後初の自衛隊による防
衛出動〔戦争出動〕という事態にも発展しかねない。
日本は 2015 年の安保法制で集団的自衛権⾏使を認
め、武力⾏使の一環とみなされうる機雷除去に自衛
隊が踏み出す枠組みを整備している」。 

こうした石破首相の態度は、アメリカと連携して
進めている対中国戦争においても同じことがいえ
るでしょう。南中国海、東中国海、朝鮮半島を中⼼
とした地域を一体の「戦域（ワン・シアター）」と
してとらえ、日米が同志国とともに戦争協力を強化
するという構想です。日本が戦争のイニシャチブを
とるという意思表示です。敗戦 80 年を新たな戦争
への年にしてはなりません。 


